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ミ掌

の美

私
た
ち
後
輩
は
先

四
郎
さ
ん
を
偲
ん
で

退
職
者
会
会
長
水
上
末
二
、
,
、
河
き
Υ
い

恥
じ
な
い
活
動
を
し

た
い
と
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
ま
す
。
ど
ぅ
か
安
心
し
て
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

た
ね
。
そ
ん
な
生
真
面
目
な
青
柳
先
輩
を
心
長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
有
り
難
う
ご

か
ら
尊
敬
し
て
お
り
ま
し
た
。

ざ
い
ま
し
た
。
さ
よ
う
な
ら
。

瓢

働
き
や
心
、
体
の
健
康
に
と

て
も
良
い
効
果
が
あ
る
と
の

お
話
も
あ
り
、
あ
ら
た
め
て

カ
ラ
オ
ケ
交
流
の
良
さ
を
認

識
し
ま
し
た
。

二
日
間
、
学
習
と
観
光
で

大
い
に
学
び
楽
し
み
、
交
流

を
深
め
た
三
部
合
同
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。

部
報

千
田
区
職
労
退
職
者
会
前

会
長
の
青
柳
四
郎
さ
ん
は
、

九
月
三
日
、
す
い
臓
癌
の

た
め
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

葬
儀
は
九
剣
二
0
日
に
町

屋
斎
場
で
行
わ
れ
、
退
職
者

会
か
ら
通
夜
告
別
式
に
役

員
一
 
0
名
が
参
列
し
ビ
冥
福

を
祈
り
ま
し
た
。
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「安倍政権の暴走止めよう!自衛隊は

戦地に行くな!10・19議員会館前行動」
・集合午後部寺旧永田町小学校前
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9月22日、この日も大雨の中

さよ焔戰争、さよ焔原発集会
9月22日、降りしきる雨の中、代々木公

園に全国から鮖00人が集まり、原発の再稼
働反対、「戦争法」の廃止、さらに沖縄辺

野古・高江の米軍基地建設反対を掲げ「さ

よなら原発、さよなら戦争大集会」が行

われました澤地久枝さん、アーサーピナー

ドさんらがスピーチしました。

原発事故被害者団体の代表は、避難解除
が進められているが帰った後は何の保証も

ない、と訴え、避難者の会の代表は自主避

英賭が困窮Lている実倩を報告しました。
退職者会はこの日も7人が参加、時折激

しく降る雨にもめげず、3時間にわたる集
会に最後まで結集してがんぱりました。
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"ア
メ
に
も
負
け
な
い
!
ア
ベ
に
も
負
け
な
い
!
諦
め
な
い
!
」

敬
老
の
貝
元
気
な
姿
を
国
会
前
で

国
会
を
二
万
三
千
人
が
包
囲

昨
年
九
月
一
九
貝
こ
の
日

は
憲
法
違
反
の
安
保
法
制
戦

争
法
)
が
参
議
院
で
強
行
可
決

さ
れ
た
日
で
す
。
そ
れ
か
ら
一

午
今
年
の
九
月
一
九
日
に
は

「
戦
争
法
を
必
ず
廃
止
に
、
と

の
思
い
の
市
民
が
中
心
と
な
っ

て
、
全
国
四
0
0
か
所
以
上
で
、

集
会
や
デ
モ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
で
は
総
が
か
り
行
動
実

行
委
員
会
の
呼
び
掛
け
に
、
国

会
前
に
二
万
三
千
人
が
集
ま
り
、

雨
中
の
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

退
職
者
会
は
こ
の
美
=
に
家
族

を
含
め
一
四
名
が
参
加
し
、
敬

老
の
日
に
当
た
る
こ
の
日
を

「
戦
争
法
を
廃
止
し
て
平
和
ヘ

向
か
っ
て
歩
み
だ
す
敬
老
の
日

に
し
よ
う
」
と
奮
闘
し
ま
し
た
。

市
民
の
皙
強
い
、
輩

四
野
党
共
闘
に
結
実

昨
年
の
戦
争
法
反
対
の
運
動

は
一
年
間
欠
か
さ
ず
続
け
ら
れ
、

毎
月
一
九
日
に
は
国
会
前
行
動

が
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

市
民
に
ょ
る
こ
う
し
た
粘
り
強

い
取
り
組
み
は
野
党
も
動
か
し
、

毎
冬
で
掲
げ
ら
れ
た
合
言
葉

『
野
党
は
共
腔
に
突
き
動
か

さ
れ
る
よ
う
に
、
民
進
堂
共

産
党
、
社
民
党
、
生
活
の
党
は

毎
回
冬
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
動
き
が
七
月
の
参
議
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八
月
二
八
日
、
二
九
日
の
ラ
ム
A
ホ
ー
ル
を
埋
め
た
五
都
知
事
選
を
た
た
か
っ
た
ば

両
日
「
日
本
高
齢
者
大
会
・
1
 
0
0
0
人
を
超
す
参
加
者
に
か
り
の
鳥
越
俊
太
郎
さ
ん
。

n
東
京
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
圧
倒
的
な
高
齢
者
パ
ワ
1
を
自
ら
候
補
者
と
し
て
奮
闘
し

三
0
回
目
の
黒
す
べ
き
大
直
に
感
じ
、
大
い
に
力
を
も
た
都
知
事
選
挙
を
振
り
返
り

会
で
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
ら
い
ま
し
た
。

な
が
ら
、
参
院
選
で
改
憲
勢

高
齢
者
は
二
日
間
で
延
ベ
九
基
調
報
告
で
は
、
戦
争
法
力
が
三
分
の
二
を
占
め
た
こ

千
人
を
超
え
ま
し
た
。

廃
止
や
参
院
選
で
の
野
党
と
と
が
分
か
っ
た
開
票
日
に
、

初
日
の
二
八
日
は
大
正
大
市
民
が
統
一
し
た
運
動
が
生
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と

学
を
会
場
に
二
四
の
学
習
講
ま
れ
た
こ
と
を
「
か
つ
て
な
の
思
い
か
ら
、
誰
に
も
相
談

座
と
二
二
の
分

せ
ず
、
だ
れ
か
ら

科
会
弁
わ
れ
古
同
齢
者
大
会
に
九
千
人
も
要
請
さ
れ
舌

年
金
問
題
や
平

分
で
出
馬
を
決
め

高
於
者
の
誇
り
と
尊
厳
を
か
け
て
年
金

和
の
問
題
貧

た
、
と
述
ベ
、
戦

社
会
保
障
平
和
、
貧
困
の
問
題
に
取
り
組
む

困
、
教
育
、
変

後
最
悪
の
安
倍
政

わ
っ
た
テ
ー
マ
で
は
「
遺
品
い
情
勢
、
と
と
ら
え
て
確
信
権
の
暴
走
を
抑
え
る
た
め
に

整
理
に
学
ぶ
1
最
期
ま
で
孤
を
持
ち
、
憲
法
改
悪
や
戦
争
力
を
尽
く
そ
う
、
と
ま
す
ま

立
し
な
い
た
め
に
」
と
い
う
法
の
具
体
化
に
突
き
進
む
安
す
元
気
な
姿
を
示
し
ま
し
た
。

艦
も
あ
り
ま
し
た
。

倍
政
権
に
対
し
て
「
高
齢
者
来
年
の
大
会
は
沖
縄
で
行

わ
が
退
職
者
会
か
ら
は
水
の
誇
り
と
尊
厳
を
か
け
て
」
わ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
、

上
会
長
を
は
じ
め
、
 
5
人
が
と
り
く
も
う
、
と
の
提
起
が
「
沖
縄
を
返
せ
」
の
歌
を
五

二
九
日
の
全
体
集
会
に
参
加
あ
り
ま
し
た
。

0
0
0
人
が
大
合
唱
し
て
大

し
ま
し
た
。
棗
国
際
フ
ォ
ー
黒
講
演
を
し
た
の
は
、
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

雨
に
も
め
げ
ず
頑
張
る
参
加
会
員

3
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・

志
位
委
員
長
を
は
じ
め
、
 
4
野

党
が
そ
ろ
い
踏
み
し
、
市
民
と

野
党
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
き
た
戦
争
法
反
対
の
き
ず

な
の
強
さ
を
示
し
ま
し
た
。

院
選
挙
の
文

て
の
一
人
区
で

野
党
統
一
候
補

が
実
現
す
る
と

い
う
、
当
初
は

予
想
だ
に
し
な

か
っ
た
画
期
的

な
共
闘
に
発
展

し
ま
し
た
。

ち
ょ
、
つ
ど
一

年
を
経
て
行
わ

れ
た
こ
の
日
の

集
会
に
も
、
民

退
職
者
会
は
毎
十
二

の
ベ
八
玉
の
参
加

退
職
者
会
の
参
加
者
も
、
降

り
続
け
る
雨
の
中
「
雨
に
も
負

鼎
い
、
冒
1
い
!
」

と
大
声
で
唱
和
し
な
が
ら
、
一

年
間
取
り
組
み
続
け
て
き
た
国

会
行
動
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な

く
、
さ
ら
に
大
き
な
輪
で
国
会

を
、
政
府
を
包
囲
し
て
い
こ
う

と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
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1不火の方矢1子会(=音β会合同びました。また訪れたい場所のーつです。Ξ
Ξ一「足尾銅山観光」では劣悪な環境で働く人々Ξ
1旅行)に参加して"感無量。初め課。たト;戸ミ車は窓が無1
冨二

く寒かったけどレトロ気分を満喫できました。小路啓子(再任用)
国民宿舎「サンレイク草木」到着後、ビアノ

とフルートのロビー演奏会に酔いしれ、お楽し組合書記の桜井さんの出身地と聞き、興味津々

みの宴会では、お酒と美味しいお料理に舌鼓。初めて参加しました。

身も心も癒されました。心配していた台風の影粋もなく、参加された

皆様の日頃の行いが良いのか?初日は天候にも 2日目の日光世界遺産観光では、服部さんの

「日光東照宮の見どころ」の説明と詳しいカラー恵まれ旅行日和でした。

資料が大変参考になり、ガイドさん顔負けでし車内で桜井さんの生い立ちと「足尾銅山鉱毒

事件と田中正造」の詳しい資料及び解り易い説 た。

今回の旅行では、全体的に家庭的な雰囲気で明に感心し、 NP0法人足尾鉱毒事件田中正造
心が手Πみました。また、先輩方のパワ一にびっ記念館では、全てボランティアの方々で運営さ
くり!エネノレギーをいっぱい頂きました。その熱意に圧倒されました。

2016年]0月]5日

Ξ星野富弘美郡湖では、素晴らしい絵と詩に感完全退職後も旅行会等に参加し、健康,智,j _X、t、シ
Ξ動・・・。時間が無くてとても残念でしたが、長寿を実現したいと.思ってぃます。炉一j瓢遼'ー'ニー1-1、、
;昨年12月から始めた「書の会」で、書を練習旅行を企画してくださった多くの方々 ki '、、 i・
Ξする際も「心を込めて書くこと」の大切さを学に感謝です。ありがとうございました。ゞ""ず謬;,
1 111Ⅲ"jl"[11」111ⅢⅢ11Ⅱ1畦11Ⅲ11111"畦111Ⅱ吐1111111111111111111111"11111畦11111111Ⅱ1111111111111111"川11n111111Ⅱ11111"恥111111Ⅱ"川111111111111111"11川目111111111"j11 Π

電aElf 1司1:,、0'・⇔1'1 鬨'ムずやン1^ 1 Ξ.1"Ξ1発'武、
'゛ーーー1墨、L__.轟戦司"'、__,・、戸式'ず熟一'、、__崔←

川111川"11Ⅱ11Ⅱ11Ⅱ11川Ⅲ1Ⅱ11111111i川川"1川1111111111討111111111111111Ⅲ"1"1111111111111Ⅲ111111川川111111111"1111川1"1"111111111川目11Ⅱ111111Ⅲ1"1昨Ⅱ1Ⅲ川"1111 1Π1 1

!見どころ盛り沢山の万矢1子会渡良瀬渓谷は絶景でした。ただ、長いトンネルの中1
Ξ 11寒かったですね。それに各駅の名前、問藤ほとう)Ξ
Ξ口沢入(そうり)神戸(ごうど)とっても難しい読み方Ξ

です。今回の学習旅行会は、田中正造記念館をはじめに、
みどり市の星野富弘美都憩、足尾銅山見学、波良瀬渓 ホテル到着後の食事前のミニコンサートは、旅の疲Ξ

谷鉄道のトロッコ列車、夕食前のミニコンサート、 れを癒し、快い音色でした。クラシックだけでなく、
聞きなれた懐かしい曲が多かったこと、曲の説明が入っ日目は日光東照宮見学と盛りいっぱいの企画でした。

田中正造記念館では、足尾銅山の鉱毒公害の歴史をたととも興味を引き付けられました。

説明してもらい、公害の歴史、特に正造の議会活動や二日目の日光、私は度々行き、アルバイトもしたこ

川俣劃牛、鉱毒隠しのために谷中村住民が強制樹主さとがある所なのですが、東照宮に行ったのは初めてでΞ
せられたこと等説明を受けました。経済優先で、国民した。しかも、浅はかにも、家康を祀0た東照宮だけΞ

を犠牲にした権力者の横暴な政策をここでも思い知らしか知らず、輪王寺や二荒山神社、それに家光の廟所き
されました。この後で行った足尾銅山では、トロッ=大獣院など初めて知ることが出来ました。ただ、十年i
で昔の坑道に入り、劣悪な作業現場の状況下で働く労の改修中で、有名な三猿や陽明問の実物を見れるなかっ

働の再現等を見学しました。富国強兵策は、このようたのは心残りでした。それはさて置き、各建物や杉のΞ

な人たちの犠牲の上に成り立っていたのです。 大木、置物の大きさ豪勢さには驚きました。強大な権Ξ̂

星野富弘美司繊は、中学校の教諭だった富弘が、事力が成しえた文化財です。城をはじめ文化財を見るたΞ

故で手足の自由を失ったにもかかわらず、口で筆を加びに思うのですが、多くの労力が贄やされ、優れた技Ξ̂

えて絵と詩を書いた作品を展示している美針繊です。 術が生まれるともに、多くの人が駆り出され、大変なΞ

作品である絵の美しさ、字のすぱらしさはもちろん、生活を強いられたことでしょう。隠れた負の遣産とでΞ

事故後、失望の淵から立ち直って、生き生きとした作もいうのでしょうか。歴史・文化の遺産には制作されΞ

=部旅行特集ページ

参初寄
加参せΞ
と加ら部
い'れ 合
う 吉 だ同
こ本感学
とさ想習
でんを旅
しは紹行
た完介会
゜全しに
りま参
夕す加
イ゜し
ア小た
後路会
最さ員
初んか
のはら

"ーゞふ、、'・サの人生論に感動しました。時間反省を込めて後世に大切に引き継いでぃく必要があるΞ

.ヲ_'、、",ー、武1.、ニミつこ、また行ってみたい心、こ0 き
"1111111111"能1Ⅱ1111Ⅱ睦11"1"1"訓1""11111111111Ⅱ11"11111畦11111"11111"111111111111111Ⅲ11"1目11Ⅱ11111Ⅲ1Ⅱ1"11Ⅱ11」111""11""吐11111川1Ⅱ11111川1111Ⅱ1Ⅱ"111目1 1 1

品を書き続けるようになったそ たH寺イ弌の、いろんなものが含まれているという意味で、
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足尾銅山 00年間続いた。明治
期には亜磁酸も産出'1、

し、粍蹴の副産物として硫酸も生産していた。
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では、樹木が坑木・燃料のために伐採され、鉱石を製錬

する工場から排出される煙が大気汚染を引き起こした。
波良瀬川は洪水を頻発し、製錬による廃棄物を流し、
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夫婦でも意外にお互いの事を知らないことが多いのでは

ないでしょうか。たとえば預貯金や不動産・株式など資産
の詳細。連絡すべき友人・知人の住所。所属しているクラ

プやサークルの連絡先。葬儀・埋葬の故人の希望など。
突然の悲しみや混乱の中で、これらの事を調ベるのは大

変な作業です。このことは逆に自分が先立った場合でも言
えます。残された配偶者や家族の困惑は想像に難くありま
せん。

近頃は、このようなととのないよう万一の時に備えて、

家族に伝えて松きたい事柄を元気なうちに書き留めておく
「エンディングノート」が勧められてぃます。

書店に行ってみるといろいろなエンディングノートが並

んでいます。どのノートも自分史から財産や保険.年金、
負債、相続、パソコンのデータ処理に至るまでかなり事細

かに書くことが出来るようになっています。あらゆる事柄
が網羅されすぎてしまって、却って疇曙してしまうのでは
ないかと思うくらいです。

余り大袈裟なものは、と言う人には必ずしも市販のエン

ディングノートである必要はありません。大学ノートや自
由帳など、お好みのノートに自分なりのエンディングノー
トを作ってみたらどぅでしょう。

自分の生い立ちや思想、遺しておきたい言葉など自由に

書いてみるのもいいですが、とに力K肝心なことだけ書き
記しておけぱいい、という人は次に挙げる事項を押さえて
おけぼいいのではないかと思います。

JELE旦之キ'署气守'事Cヨ'Eコ1哩壁、し、

縁起の良い事では恋いのであまの考えたくはないのですが、もし、1
!突然あなたの配偶者が亡く恋ったとしたらどぅしますか?

局

橋

、

'

②回復tる見込みがなくなった場合

に、延命措置をするかしないか。

③たとえ余命が短くなるとしても苦痛を取り除くための
緩和ケアをするかしないか。

④人生の最後を自宅で看取ってほしいか、病院でぃいか。

こ

不幸にも旅立った時のために

①すぐに知らせてほしい人・団体の電話番号.住所等。
②葬儀に希望があれぱその内容q厶式・密葬.家族葬.

お別才し会等)

③埋葬に希望があれぱその内容(散骨・樹木葬墓地等)
④河西産凱系、生命イ鼎険凱系の書類、諏宇金の圃長やキャッ

シユカード・クレジットカードの保管場所

⑤キャッシュカードやクレジットカードの暗証番号

、・ーーJ-,"'片,熟、チー馨"、,.,-L.、.,

病が重くなった時のために

①口から物が食ベられなくなった時に、人工的栄養補給
(胃ろう・食道ろう)をするかしないか。

..叫向"^0-゛画叫ーゴ、曲、"..゛r.画一゛芸、'"

'

、"'^LL
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以上に挙げたものはどなたにも共通すると思います。さ

らに個別に書いて船ぐミきことがあれぱ、いくらでも追加
して書いておけぱいいでしょう。

ノートの管理にはくれぐれもご注意を!

ただ、エンディングノーNネ個人情報そのものですので

管理にはくれぐれもご注意ください。もちろん遺された家
族にも気づかれないままでは意味をなさないものですので、
家族と相談しながら作製、保管することをお勧めします。

エンディングノートに関してはインターネットにたくさ

んのサイトがあり、ノートそのものを無料でダウンロード

できるものもあります。自分でパソコンをやってぃないと

いう人でも、家族のどなたかが出来るなら是非参照してみ
て下さい。
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(田千代田区職労週般者会ニュース第2016-7号

あ迦た@詔個侭疑各『綬』を紹介す局ページ第5回
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1 六鳥神社(豊島区)の夏祭の 1
1 この辺に住む私たちは大鳥神社の氏子です。お宮参りや七五三さんなど子供の成長を願う行事はとこに行1 たま
1きます0 七五三では神主さんが祝詞を挙げて給嚴いをし、白い盃にお神酒をちょっぴり注いでくれます。飲1 心の
1むと体中が熱くなり、「神様が宿った」といわれます。儀式が終わると袋に入った千歳t厶をいただき、お宮,に町
1さんにお参りし写真を撮って帰ります。 1き捺
Ξ女の子はこの日のために髪を伸ばし美容院で着付け髪結い化粧をし、なれない着物に足袋草履、歩くと鼻1
1緒が痛みます。男の子は前日床屋で頭をきれいにし、長い袖の羽織袴、腰には大小の刀を差し侍の子になりξ
ほす0 刀は鞘を抜くと銀メッキの刃が出て腕白な子はチャンバラを始めます。私が小さかった頃の七五三は,
1とんなふうでしたが、時代が進むと男の子はスーツや人気アニメのコスプレ、着物の女の子も歩くときは運1
Ξ動靴で写真を撮るときだけ草履やポックリに履き替えます。 1
,最近は分育観で、和服の船めかしした姿は前日までに写真館で済ませ、当日は洋服で有名神社にお参りし、1
1夜は父方母方の祖父母を交えてホテルで会食というパターンが多くなりました。子供の数が減り両家が一緒1
1に行動できるようになり、生活水準も向上してお祝いのやり方も変わったのでしょう。 1
1 昔は神主さんに生まれた子の名前を付けてもらったり進学や就職を占ってもらったり神前結婚をする人も1
りいて、神社は生活に癌着していました。今神が生活の中にあるのは、何といっても「祭り」が一番でしょう。1

大鳥神社は秋祭りです。ドーンドーンカッカカッカ、ドンドンドーンカッカと法被を着た男の子が力強く
太皷を打っと山車の行列は町内を練り歩きます。そばで子側申輿もワッショイワッショイと声を張り上げ、

2016年10河15日

"

大人の神輿は暴才帥輿でジグザグに動きます。本祭りには特別大きな千貫神輿も出ます。
ヲ祭りの時の小学校は出席をとって1時間目だけ受けて早退できます。「あの子の町は氷川
1神社、炊は僕の火鳥神社」、子供たちは近隣の祭りを楽しみにしたものです。

ー'^J

、^^.』
レ昏

1祭り前に町内の役員が割寸を集めに来ます。「お宅はお子さん二人だから三千円以上でお三"・_.ず
ξ願いします。これは御輿を担ぐときや山車を引くときの目印です」と口上を言い、黄色い鉢一、 1 翻
1巻を置いてぃきます。男の子は豆絞りの鉢巻きの上に締め、女の子は浴衣の前で結びますば翻.二井一"スヲゞ泌一1、ー
1今の祭りは授業に支障のないよう土日を設定し、割寸も商店が中心です。子供の数も少ないので御輿も山車1 _
ξ、,,つ1一でれー」と人集めをしています。 1、写r

,行われ、町会も商店街も町並みも一部消えました。それでも残った私たちは子供や孫に小造いをやり、ヨー1
,ヨーつりや金魚すくい、ソースせんべい輪投げなどに昔の自分を重ねて見てぃます,
゛゛

1 Ⅱ阿は酉の市、お正月は「雑司ケ谷七福神めぐり」。大鳥神社は恵比須様、鬼子母神には大黒様が
1祭られてぃます。七ケ所めぐって色紙に御朱印をいただくといいことがあり、粗rもでます。2月初
ξ午、 4月8日お釈迦様、 6月30日茅の輪くぐり(夏越しの祓)、 7月夏市(植木市と緑印、 8月納涼盆
1踊り、年中行事は沢山あります。行事の日にはたくさんの人が集まります。商店街には毎月古本古着
1古雑貨を売るみちくさ市が立ちます。町歩きの人も都電から降りてきます。
,大鳥神社は都電沿いに建っています。昔神社のそぱの道は弦巻川(今暗渠)周りは田や畑でお百姓
1さんが住む村でした。したがって秋祭りは豊作を祝う祭りでした。
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